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犯罪から児童生徒を守る「ＩＣタグ・スクールセキュリティシステム」を納入 

～ 山口県下関市が公立小学校向けにシステムを導入 ～ 

 

高千穂交易株式会社は、アクティブＩＣタグを活用して、犯罪から児童生徒を守り、安心安全な

校内環境を確保する「ＩＣタグ・スクールセキュリティシステム」を、山口県下関市の長府小学校

向けに納入いたしました。 

今回の案件は、西日本電信電話株式会社（ＮＴＴ西日本）が山口県下関市から受注した、「ＩＴ

活用安全・安心対策システム」の基幹アプリケーションとして、当社と子会社（株式会社エスキュ

ーブ）の開発した、「ＩＣタグ・スクールセキュリティシステム」が採用されたものです。 

「ＩＣタグ・スクールセキュリティシステム」は、児童生徒一人ひとりの状況を「掴んで、知ら

せて、対処する」を総合的に実現するものです（システムの概要は別添をご覧ください）。 

主な機能・特長＊として、①登下校情報を掴み、保護者の携帯電話に知らせる、②校内で異常事

態に遭遇した場合、防犯ブザー付きＩＣタグで居場所を知らせる、③不審者の侵入を警報で知らせ、

録画する機能を有しております。 

  ＊  詳しくは、２００６年１０月１６日付で発表いたしましたニュースリリース（犯罪から児童生徒を守る、「ＩＣタ

グ・スクールセキュリィシステム」の商品化と発売のお知らせ）をご覧ください。 

今回納入いたしましたシステムの本運用（実証実験）は本年４月からを予定しておりますが、こ

れにより、下関市が目指しておられる、「子どもを犯罪から守る」ための環境づくりに、少しでも

貢献できるのではないかと期待しております。 

当社では、これを契機に、下関市以外の地方自治体や私立学校などに対しても、システム導入を

通じた「安全・安心・快適」な環境の提供に向け、他社との連携も含めて、引き続き積極的な働き

かけを行ってまいりたいと考えております。 

なお、今回の案件は、今期の業績予想に織り込んでおります。 

以   上 

 



（別  添） 
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【平常時】

・児童の登下校状況を把握し、希望する保護者の方へメールを自動配信

・校地内での児童の所在を検知（プライバシーの観点より要ご相談）

【

1.2 システムの全体構想図ＩＣタグ・スクールセキュリティシステムの概要 

異常事態発生時】

・校門からICタグを所持しない人が侵入した場合、パトライトが点灯

防犯ブザー付きICタグ

・ 異常事態に遭遇した場合、緊急通報用子機で通報

ナが児童の

・監視カメラによる校門の２４時間撮影

・児童が校地内で異常事態に遭遇した場合、

で通知

教職員が校地内で

教室のアンテ
校地内の所在地を検知します。
緊急時、誰が、どこからブザー
を鳴らしたか検知します。

タグ用アンテナで児童の登下
校状況を把握し、保護者の方
へメールを自動配信します。

赤外線センサーが校地内への不審者
を検知します。

シ 図

監視カメラによる24時間

ステム全体構想

撮影

 

 

 
【平常時】 

  ・児童生徒の登下校状況を把握し、希望する保護者には、その情報を電子

   メールで自動配信 

【異常事態発生時】 

  ・校門からＩＣタグを所持しない人が侵入した場合、パトライトが点灯 

  ・監視カメラによる校門の２４時間撮影 

  ・教職員が校地内で異常事態に気付いた場合、防犯ブザー付きＩＣタグで

位置情報を通知 

システムの概要 

緊 犯ブザー急時、誰が、どこから防

を鳴らしたか検知します。 


